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この便りはご注文の品と 
   いっしょにお届けします 

    

「「「「佐佐佐佐々々々々木奈木奈木奈木奈々々々々子子子子、、、、仲間仲間仲間仲間たちたちたちたち、、、、もうひともうひともうひともうひとりりりりのののの人形展人形展人形展人形展」」」」 
２００８年１１月５日(水)から１１日(火)まで 

横浜高島屋７階、シーズンスクェア 
（中央エスカレター上がってすぐ） 

営業時間 午前１０時～午後８時（最終日のみ６時半） 

「私たちはウォルドルフ人形を作っています。子ども達の分身ともなり得る、

この羊毛を主素材とした人形を大切に思っています。人形を作りながら、子ど

も達のことや生きていく上での様々なことに思いを馳せ、その中で時々、心と

手が勝手に散歩を始めて、道草を食うことがあります。道草の

発見にわくわくして、形となって手の中で生まれてきたもうひ

とりの人形。今回はそんなウォルドルフ人形の仲間たちの作品

を見ていただきたいと思います。皆さんとの出会いも楽しみに、

お待ちしています。            佐々木奈々子」 

おおおお待待待待たせしましたたせしましたたせしましたたせしました！！！！前回の作品展から 12 年の時を経て、今また佐々木奈々子と仲間たち

の力が結集しました。きっとわくわく楽しい出会いと新しい発見があるはず！会場でお会い

しましょう！    

「「「「ウォルドルフウォルドルフウォルドルフウォルドルフ人形作品展人形作品展人形作品展人形作品展」」」」    ～～～～心心心心をををを育育育育むむむむ人形人形人形人形たちたちたちたち～～～～    

９月２７日(土)～１０月２９日(水) 可児市立図書館帷子(かたびら)分館 （月曜休館）  

可児市東帷子 1011 TEL：0572‐27‐4101 担当：福井光子 

*１０月７日に“花かくれんぼ”作りのワークショップを行います。 

１０月１１日(土)～１３日(月) 岡山喜久屋書店 岡山市幸町７－６ 岡山ビブレ A 館３階 

15:00 まで TEL：086‐246‐2227（くんぺる） 担当：山中典子・結城厚子 

１０月１７日(金)～１９日(日) ギャラリー「結」 鎌倉市山ノ内 1361  

10:00～16:00  TEL：045‐621‐6386 担当：今野直美 他 14 名 

１０月１８日(土)～１９日(日) ギャラリー＆ダイニング ネフ  新潟市青山海岸 

11:30～15:00   TEL：090‐5585‐8883 担当：志村智美 

１１月２日(日) 奈良キリスト基督教会礼拝堂内  奈良市登大路町 45 

12:00～15:00  TEL：0742‐47‐6540 担当：菊澤ゆみ 

１１月７日(金)～９日(日) どうぶつ島 北九州市小倉南区高津尾 65－1  

11:00～16:00  TEL：093‐963‐8033 担当：岩淵志温 

１１月１４日(金)～１６日(日) 読谷村文化センター第３講座室  読谷村字座喜味 2901 

TEL：098‐956‐2841 担当：比嘉ひろみ 

１１月２８日(金)～３０日(日)と１２月６日(土)～７日(日) “山のアトリエ”花折教室 

兵庫県三木市 TEL：0794‐83‐5930 担当：足立美和子 

スウェーデンスウェーデンスウェーデンスウェーデンひつじのひつじのひつじのひつじの詩舎詩舎詩舎詩舎からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ    

★  指人形「虹の子」のキットは、２体分 2,000 円のところ、１２月末まで３体分 2,000 円

でお届けしています。どうぞこの機会にお求めください。 

★ １０月１９日（日）シュタイナー学園（神奈川県藤野）のバザーにスウェーデンひつじの

詩舎も出店いたします。お近くの方、どうぞおでかけください。    

ぱたぽんぱたぽんぱたぽんぱたぽん通信通信通信通信            エレンエレンエレンエレン・・・・ケイケイケイケイのののの水辺水辺水辺水辺のののの館館館館――――――――ストランドストランドストランドストランド荘荘荘荘をををを訪訪訪訪ねてねてねてねて    

旅旅旅旅のののの記憶記憶記憶記憶からからからから・・・・・・・・・・・・part part part part 3333    

スウェーデンの南部に位置する南北に長い湖、ヴェッテルン湖。

地図で見ると小さく見えるが実際は琵琶湖の 3 倍もあり、岸辺に立

つとまるで海辺を思わせる。ストランド荘はそのほとりに佇む様に

建ち、建物の姿は凛として美しく、館の主人の人と成りを彷彿とさ

せる。新しい教育のあり方と女性の生き方を提唱し、現在のスウェ

ーデン社会に多大な影響を与えた思想家、エレン・ケイ（1849～
1926）は晩年を此処で過ごした。『心を育む人形たち』（佐々木奈々

⁄子著 文化出版局）の冒頭でも紹介されているように、『ペレ』のベ

スコフ、『ニルス』のラーゲルレーヴ、『ピッピ』のリンドグレーン

らと並んで高く評価されている女性である。夏至祭の季節で休館中

にも拘らず、この館の運営に関わる女性のはからいで見学する機会

に恵まれた。 
なだらかなカーブを描く部屋の入り口や梁、暖炉や家具を配置することにより角を排した

室内、部屋ごとに彩られて明るく柔らかな印象を与える壁・・・。彼女自身が手掛けたとさ

れるこの館は、後のスウェーデンの室内装飾の在り方にも影響を及ぼしたということだ。ま

た、彼女の寝室に一歩足を踏み入れた時、まず目に付いたのが一枚のポートレート、ゲーテ

の肖像だった。彼女はゲーテを尊敬し、特にその色彩論から多くを学んでいたそうだ。ケイ

とシュタイナーとが、生きた時代、言語や国の違いを超えて多くの共通点を持っていると言

われる理由のひとつが此処にあると思った。興味のある方は、『児童の世紀』（エレン・ケイ

著⁄冨山房百科文庫）を一読することをお薦めしたい。出版から百年以上の時を経た今も、

心に響く内容だと思う。『スウェーデン水辺の館への旅』（荒井洌著⁄冨山房インターナショ

ナル）も合わせて読めば、一層理解を深めることができる。 

３回にわたって旅行記を書かせていただいた。心躍るほどに素敵な体験も、いざ文章にす

ると舌足らずで言い得ない部分が多くあったと思う。読んでくださった皆さん、ありがとう

ございました。                      今野直美(横浜市中区在住) 

            

通信講座通信講座通信講座通信講座「「「「ペレペレペレペレのののの学校学校学校学校」」」」についておについておについておについてお知知知知らせらせらせらせ    

好評をいただいています「ペレの学校」もおかげ様で 5 期を迎えることとなりました。  

今まで入校のチャンスを逃していた方、また継続ご希望の方、この機会をお見逃しなく！ 

「「「「ペレペレペレペレのののの学校学校学校学校」」」」第第第第５５５５期期期期((((‘０９－３月～１０月)は、おもに羊毛を使った手仕事の通信講座

として開講します。     

    申申申申しししし込込込込みみみみ期間期間期間期間            １１１１１１１１月月月月２０２０２０２０日日日日((((木木木木))))――――１２１２１２１２月月月月１０１０１０１０日日日日((((水水水水))))  

ペ レ の 学 校 教 務 室 ま で 案 内 希 望 と 、 FAX ＜ 045-811-6708 ＞ ま た は メ ー ル

pelle_skolan@r6.dion.ne.jp でご連絡ください（すでに継続を希望されている方には、別途ご

案内をお送りします）。佐々木奈々子の作品展会場でもご案内を用意しています。 

 さらに！！１１１１１１１１月月月月５５５５日日日日よりよりよりより通信講座から独立した羊毛の手仕事入門セット『ペレのひつ

じ』を発売致します。価格は１０月中旬に決定します。どうぞお楽しみに。 

 
 
編集担当：佐藤治子 
スウェーデンひつじの詩舎のホームページ 

http://www.s-hitsuji.co.jp/ 


